
い。」と、その成立についての見解

を記しています。

文献での初見は、『日本紀略』に

みられる延
えんりゃく

暦 19 年（800）7 月 19

日の桓
かん

武
む

天皇行
ぎょうこう

幸の記事です。そ

の後も天皇は、幾度となく行幸し

ており、続く平
へいぜい

城・嵯
さ が

峨・淳
じゅんな

和・

仁
にんみょう

明など歴代の天皇が頻
ひんぱん

繁に神泉

苑を訪れています。曲
きょくえん

苑、詩
し ふ

賦や

観
か ん か

花、七
たなばた

夕、重
ちょうよう

陽の節句などの年

中行事、また相
す ま い

撲や観
かんしゃ

射など各種

の行事や宴
えんゆう

遊が、多くの貴族や歌

人を集めて行なわれています。平

安宮に営まれた豊
ぶ

楽
らく

院
いん

が、国家的

儀式にともなう饗
きょうえん

宴などの場であ

るならば、神泉苑は天皇の私的な

宴遊の場であったといえます。

このような禁苑としての使われ

いました。全体で約 13 万㎡ほどの

敷地面積となり、現在の仙
せんとう

洞御所

をやや上まわる規模であり、その

広大さがしのばれます。池も、現

在に数倍する大きなものであった

とみられています。中島のある大

池を中心に林
りんえん

苑がめぐり、敷地北

東の泉からは池に小川がそそいで

いたとされています。池畔には

乾
けんりんかく

臨閣を正殿として左右の楼
ろうかく

閣や

釣
つりどの

殿、滝
たきどの

殿などを配する殿舎が設

けられていました。

沿革については、林屋辰三郎氏

の著書『京都』（岩波新書）に詳しく、

そのなかで神泉苑は「全く人工に

よって成ったとは考えられず、奠
て ん と

都

以前の旧地勢を利用して荘
そうごん

厳を加

えたものであることはうたがいな

二条城の南隣に所在する、南北

約 70 ｍ、東西約 40 ｍほどの大き

さの池を中心とした苑池が、現在

の神泉苑です。平安京の往時の姿

を地表に残す数少ない遺跡として、

国の史跡に指定されています。平

安時代には、現状とは比較になら

ないほど広大な美しい苑池であっ

たようですが、現在は 1/16 以下に

縮小しています。

神泉苑は、延
えんりゃく

暦 13年（794）に始

まった平安京造営にともない、平

安宮の南隣に禁苑として造られま

した。平安京の町割りでは、北は二

条大路、南は三条大路、西は壬生

大路、東は大宮大路に囲まれた、

東西２町（約 252 ｍ）南北４町（約

516 ｍ）、計８町の敷地を占めて

1200 平安京・６

神 泉 苑

リーフレット京都　No.73（1995 年 2 月）

http://www.kyoto-arc.or.jp
（財）京都市埋蔵文化財研究所・京都市考古資料館

押小路通りの発掘調査（西から）　右手の森が現在の神泉苑、左は二条城。



方も、830 年代の仁明朝以後は徐々

に変化していきます。貞
じょうがん

観５年

（863）には、後代の祇園祭にもつ

ながる御
ごりょうえ

霊会が行なわれ、請
しょうう

雨（雨
あま

乞
ごい

）の儀式などの記事も多くなり

ます。10 世紀代には、日照りによ

る池水の開放が幾度となく行なわ

れています。天皇の行幸は、10 世

紀初頭の醍醐朝で途絶し、以後は

請雨経法などでの使用が中心と

なって霊域的な側面が強くなり、

平安時代後半代には、徐々に荒廃

していきます。鎌倉時代には、

北
ほうじょうやす

条泰時
とき

による修築も行なわれま

すが、元の姿にもどることもなく、

都市域からもはずれて鬱
うっそう

蒼とした

幽
ゆう

閑
かん

の地となっていたようです。

近世に入り二条城築城で、苑の北

部は城内に取り込まれ、以後町屋

が進出し、苑池ともに縮小して、

現在にいたっています。

神泉苑推定地内の発掘調査は、

1980 年代までは小規模な調査が若

干行なわれていただけで、大部分

の様子は明らかにはなっていませ

んでした。しかし、1990 年から

1993 年にかけて、地下鉄東西線建

設にともない、押小路通りで発掘

調査が実施できました。線状の調

査であり、調査面積も計 1273 ㎡と、

神泉苑全体に対しては１％弱にす

ぎませんが、貴重な資料を得てい

ます。

この調査では、苑の西限と東限

の築地跡を検出し、これによって

苑の東西幅が明確となりました。

苑内では、池の北岸や舟着き場と

みられる遺構、北東から池に流れ

込 む 遣
やりみず

水ともいえる流路、そこに

架
か

けられていた小橋の跡など、多

くの遺構を検出しています。苑内

からは、土器などの生活什
じゅうき

器は少

数でしたが、緑
りょくゆう

釉瓦や「神泉苑」

銘入り平瓦を含む瓦類が数多く出

土しました。平安宮の大
だいごくでん

極殿や豊

楽殿と同様に、乾臨閣の屋根にも

緑釉瓦が葺
ふ

かれていたようです。

平安時代の池の下層では、縄文

時代後期から晩期の湿地及びその

北岸も検出しています。神泉苑が

造られた地は、平安時代以前から、

自然の大池がすでに形成されてお

り、それが縄文時代までさかのぼ

ることが明らかとなりました。

平安京造営にあたって、この大

池を禁苑として取り込むプランは、

桓武天皇が遷都を決意した時点か

ら織り込み済みであったと思われ

ます。大
だ い ち せ ん

池泉や林など本来の日本

的な自然を基盤として形成された

苑池のなかに、朱塗の柱に緑釉瓦

が葺かれた中国風の殿舎が建ち、

大内裏とは趣を異にした美しさを

持つ空間が創り出されていたこと

でしょう。

	 （小森俊寛）

神泉苑復元想定図 神泉苑出土の緑軸瓦と文字瓦


